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柑 l帽 原町紡毎織工場で4 名 ■l亡 【l ■l■にlは9 名の犠牲者謳5号男背
硫黄島奪取の前に　原町市民自身、特に若い世代や転入の方にもあまり知られていない史実
ですが、アジア・太平洋戦争の末期の昭和20年2月、米軍は硫黄島を奪取する（2月19日）前に東海、
関東、東北南部の飛行基地を攻撃破壊し、本土の飛行機が飛べない状態にしておく必要がありまし
た。そこで東北地方で初の空襲（2月16日）が、陸軍飛行場のあった「軍都・原町」だったのです。

二
　
原
町
空
襲
の
記
録
　
（
塾
軍
看
二
上
英
朗
さ
ん
）

二
月
十
六
日
　
雲
雀
ケ
原
の
空
に
飛
行
機
が
初
め
て
飛
翔
し

た
の
は
大
正
六
年
二
九
一
七
）
、
民
間
の
国
産
機
「
薫
号
」
で

あ
る
。
次
い
で
同
八
年
（
一
九
一
九
）
に
は
陸
軍
飛
行
隊
の
航

空
演
習
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
演
習
を
背
景
に
、
昭
和
十

一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
原
町
飛
行
場
が
開
場
さ
れ
、
原
町
は

飛
行
場
の
あ
る
町
と
し
て
軍
都
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
二
月
十
六
日
、
東
北
初
の
空
襲
が
行
わ
れ
た
の

は
こ
の
原
町
飛
行
場
が
狙
わ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
同
日
、
米

軍
は
硫
黄
島
攻
略
を
開
始
し
、
迎
撃
を
防
ぐ
た
め
先
制
攻
撃
を

行
っ
た
。
原
町
飛
行
場
に
隣
接
す
る
原
町
紡
織
工
場
で
は
四
人

の
犠
牲
者
が
発
生
し
た
。

鈴
木
小
松
　
三
九
歳
（
高
平
）

斎
藤
和
夫
　
一
七
歳
（
双
葉
）

星
　
ス
ズ
イ
二
二
歳
（
石
神
）

大
原
ヨ
シ
子
一
九
歳
（
太
田
）

鈴
木
小
松
は
原
町
に
下
宿
し
、
原
町
国
民
学
校
に
勤
務
し
て

い
た
教
員
で
、
こ
の
日
は
高
等
科
の
生
徒
を
引
率
し
て
原
町
紡

こ
の
号
は
、
南
相
馬
市
発
行
の
『
原
町
市
史
』
十
一
苧
「
原

町
空
襲
の
記
撃
、
二
〇
七
上
〓
〇
ペ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま

執
筆
者
の
許
可
を
得
て
、
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭和20年2月16日　原町紡織工場での
犠牲者（『原町空襲の記録』から）

星　スズイ子シヨ原大

織
工
場
に
到
着
。
教
員
控
え
室
で
休
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
斎
藤
和
夫
は
相
馬
商
業
学
校
の
生
徒
。
勤
労
動
員
で

通
勤
し
て
い
た
が
、
満
州
鉄
道
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
て
家

族
は
喜
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
の
目
の
朝
は
食
堂
で
朝
食
を

摂
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
星
ス
ズ
イ
と
大
原
ヨ
シ
子

は
、
女
子
挺
身
隊
員
。
午
後
か
ら
の
勤
務
に
備
え
て
自
室
に

い
た
。空
襲
警
報
は
鳴
ら
な
か
っ
た
。
朝
方
、
い
き
な
り
連
合
軍

の
艦
載
機
の
銃
撃
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

戦
争
は
遠
い
戦
場
の
こ
と
で
な
く
、
銃
後
の
郷
土
で
も
犠

牲
者
を
出
し
た
。
双
葉
か
ら
か
け
つ
け
た
斎
藤
和
夫
の
母
親

は
「
な
ん
で
う
ち
の
子
が
…
」
と
嘆
い
た
と
い
う
。
大
原
ヨ

シ
子
は
銃
撃
で
腕
が
ち
ぎ
れ
た
。
家
族
が
自
宅
に
持
ち
帰
り
、

猫
に
か
じ
ら
れ
な
い
よ

の
ち
ほ
ど
出
し
て
み
る
と

あ
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

原
町
陸
軍
飛
行
場
に
は

＼に

革　そ押

配
備
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
力
の

び
立
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

芳露語夫

∴二．：‥∴
大て
き置
くい墓隼等

に」　膨た
飛が　れ　D

八
月
九
日
　
再
び
原
町
が
空
襲
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
年

八
月
九
日
の
こ
と
。
陸
軍
飛
行
場
と
原
ノ
町
機
関
区
な
ど
が

集
中
的
に
狙
わ
れ
た
ほ
か
、
無
差
別
に
民
家
も
襲
わ
れ
、
自

宅
で
被
弾
す
る
と
い
う
悲
劇
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
三
人
の

犠
牲
者
が
出
た
。

木
幡
　
貢
　
二
六
歳
（
大
嚢
）

木
幡
孝
夫
　
四
歳
（
大
審
）

高
橋
イ
ク
　
三
九
歳
（
太
田
）

南
萱
浜
の
木
幡
俊
雄
家
で
は
、
弟
の
貢
が
首
か
ら
喉
を
銃

弾
に
貫
か
れ
て
即
死
し
、
息
子
の
孝
夫
も
下
腹
部
に
銃
弾
を

受
け
て
翌
日
死
亡
し
た
。
幼
児
で
あ
っ
た
孝
夫
は
「
水
飲
み

で
え
、
水
飲
み
で
ぇ
、
あ
っ
ぺ
ぢ
ぐ
て
も
い
い
か
ら
飲
み
で

ぇ
（
汚
な
く
て
鳥
い
い
か
ら
飲
み
た
い
）
」
と
訴
え
な
が
ら
死

ん
だ
。
母
キ
ミ
ヨ
は
「
ど
う
せ
死
ぬ
ん
だ
っ
た
か
ら
飲
ま
せ

て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
悔
や
ん
だ
と
い
う
。
（
裏
面
へ
続
く
）



（
表
の
ペ
ー
ジ
よ
り
）

上
太
田
の
主
婦
高
橋
イ
ク
は
、
病
弱
な
夫
と
、
そ
の
母
、
祖
母

の
世
話
で
避
難
が
遅
れ
た
。
爆
弾
の
破
片
が
腰
部
に
め
り
込
み
、
苦

悶
し
た
。
近
所
に
住
む
叔
母
の
松
本
ミ
ノ
が
駆
け
つ
け
る
と
、
あ
ま

り
の
苦
し
さ
に
、
「
お
ミ
ノ
あ
ん
ち
や
、
く
び
っ
て
く
れ
ろ
、
く
び

っ
て
く
れ
ろ
（
首
を
し
め
て
殺
し
て
く
れ
・
楽
に
し
て
く
れ
）
」
と

哀
願
し
、
一
人
娘
の
行
く
末
を
心
配
し
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

八
月
九
、
十
日
の
空
襲
は
東
北
最
大
の
攻
撃
と
な
っ
た
。
と
く
に

鉄
道
が
狙
わ
れ
、
負
傷
す
る
機
関
士
が
続
出
し
た
。
十
日
に
は
、
駅

構
内
で
乗
客
の
一
人
が
避
難
の
最
中
に
死
亡
．
し
て
い
る
。

九
日
一
〇
時
こ
ろ
よ
り
無
線
塔
が
狙
わ
れ
、
つ
い
に
二
発
の
ロ
ケ

ッ
ト
弾
が
命
中
し
、
黒
煙
を
上
げ
た
。
こ
の
前
後
、
豊
浜
の
集
落
で

何
軒
も
の
炎
上
家
屋
が
出
た
ほ
か
、
家
畜
の
馬
ま
で
ま
き
ぞ
え
に
な

▲昭和20年9月　機銃弾の痕が痛々しく残る原ノ町機関区の
合同慰霊祭。（写真・二上ミドリ氏提供）

っ
た
。
小
浜
、
太

田
で
も
全
焼
家
屋

が
出
た
の
で
あ

る
。二
月
の
空
襲
で

被
害
者
を
出
し
た

原
紡
工
場
も
ま
た

今
回
も
執
拗
に
狙

わ
れ
た
。
一
度
は

消
火
さ
れ
た
も
の

の
、
三
発
の
直
撃

弾
が
落
と
さ
れ
、

午
後
五
時
ご
ろ
か

ら
黒
煙
を
発
し
て

燃
え
上
が
り
一
週

間
に
わ
た
っ
て
燃

え
続
け
た
。

八
月
十
日
　
最
大
の
被
害
は
十
日
、
原
ノ
町
機
関
区
で
出
た
。

小
林
安
蔵
　
四
五
歳
　
検
査
掛

酒
本
幸
蔵
　
四
一
歳
　
検
査
掛

志
賀
照
雄
　
四
一
歳
　
検
査
掛

二
上
兼
次
　
三
八
歳
　
検
査
掛

高
橋
　
直
　
三
四
歳
　
検
査
掛

新
妻
喜
博
一
六
歳
　
技
工
手
伝
い

機
関
車
車
庫
に
隣
接
す
る
検
査
掛
詰
所
の
防
空
壕
に
避
難
し
た
一
〇

人
の
機
関
区
員
の
う
ち
六
人
が
、
至
近
距
離
の
車
庫
に
命
中
し
た
爆
弾

の
直
撃
を
受
け
て
死
亡
し
た
。

こ
の
日
の
空
襲
で
は
、
レ
ー
ル
が
ア
メ
状
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
跨
線

橋
に
巻
き
つ
い
た
。

駅
東
に
あ
っ
た
帝
金
工
場
は
軍
需
工
場
で
も
あ
り
、
相
当
被
弾
し
た
。

相
馬
農
校
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
学
校
校
舎
も
銃
撃
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
校
舎
は
、
郷
土
部
隊
の
兵
舎
が
わ
り
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
情
報

は
細
部
ま
で
米
軍
の
手
元
に
あ
っ
た
た
め
、
駅
前
の
石
川
組
原
町
製
糸

所
跡
な
ど
も
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
も
、
原
町
国
民
学
校
（
現
原
一
小
）
は
、
昼
す
ぎ
、

校
舎
中
央
に
直
撃
弾
を
浴
び
て
破
壊
さ
れ
た
。
当
日
の
学
校
日
誌
（
『
原

町
国
民
学
校
日
誌
』
）
か
ら
記
録
を
引
用
し
て
み
る
。

八
月
十
日
金
曜
日
、
天
候
晴
、
夕
立
、
温
度
八
七
摂
氏
三
〇
二
ハ
塵

記
事
一
、
朝
ノ
引
続
キ
敵
機
来
襲
ナ
リ
、

午
前
中
三
回
来
襲
正
午
週
間
モ
ナ
ク
数
機
編
隊
、
敵
ナ
リ
、

第
一
弾
職
員
室
フ
シ
ク
火
柱
立
ツ
、
第
二
、
第
三
モ
同
様
ナ
リ
、

第
“
校
舎
、
中
央
第
二
、
三
校
舎
窓
破
損
ス
、

一
、
当
分
臨
時
休
業

原
町
陸
軍
飛
行
場
の
飛
行
機
は
、
ま
た
も
や
迎
撃
に
飛
び
立
つ
こ
と

は
な
か
っ
た
。

（
以
上
の
茜
垂
だ
つ
い
て
さ
b
璧
ほ
昭
和
五
七
年
九
月
二
三
日

発
行
の
三
上
英
朗
氏
著
『
原
町
空
襲
の
記
録
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

上記のように、「原町空襲は東北地方最初の昭和20年2月16日」と、終戦の数日前の訂　正

8月9日・10日」で、会幸剛0，126『戦争体験』の「8月10日・11日」は誤りでした。また「仙台空襲は
昭和20年7月10日」午前〇時3分から2時間半の大空襲でした。編集者がしっかり再確認しないま
ま、歴史的に重要な日付なのに間違えてしまいました。お言宅びして訂正いたします。

この「原町空襲の記軌の執筆者二上英朗氏く写真＞は、次のような郷土原町に関わる黄重な著
作を出版されています。『原町無線塔物語』『巨大無線塔が消える！』『原町無線塔六十年史』
『原町空襲の記免丑『昭和史への旅』『秋市にサーカスが来た頃』『朝日座、わが青春の活動
写真館く朝日座全記録）』『造かなり雲雀ケ原・原町陸軍飛行場ものがたり』など多数。


